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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成30年10月18日(2018.10.18)

【公開番号】特開2017-161352(P2017-161352A)
【公開日】平成29年9月14日(2017.9.14)
【年通号数】公開・登録公報2017-035
【出願番号】特願2016-45963(P2016-45963)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/88     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｆ  33/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   21/88     　　　Ｚ
   Ｇ０６Ｔ    1/00     ３１０Ａ
   Ｂ４１Ｆ   33/14     　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成30年9月5日(2018.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項６】
　前記第１の欠陥判定手段が、前記欠陥領域について測定された濃度変化量が第１の閾値
以上の場合に、前記欠陥領域が印刷欠陥であると判定し、前記欠陥領域について測定され
た濃度の変化量が前記第１の閾値よりも小さい第２の閾値以下の場合に、前記欠陥領域が
印刷用紙欠陥であると判定する、請求項５記載の印刷結果検査装置。 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　一般に、印刷用紙を製造する工程（特に、再生紙のような低コストの印刷用紙を製造す
る工程）では、印刷用紙の原料（パルプ等）に含まれる異物（例えば、ゴミ、古紙に付着
したインク、粘着物（糊）等）を十分に除去することができず、印刷用紙に異物が残留す
ることがある。このため、印刷用紙に画像等を印刷した場合、印刷工程に起因する印刷欠
陥（印刷に用いられるインクに起因する欠陥、インク垂れ等）だけでなく、印刷用紙に起
因する印刷用紙欠陥（異物に起因する欠陥、用紙ムラ等）が生じ得る。しかしながら、従
来の印刷結果の検査では、印刷後の印刷用紙を撮像して得られた画像から印刷欠陥と印刷
用紙欠陥とを分離して検出することは困難であった。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　操作部１４は、操作者からの操作入力を受け付ける入力装置であり、文字入力のための
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キーボード、表示部１６に表示されるポインタ、アイコン等を操作するためのポインティ
ングデバイス（マウス、トラックボール等）を含んでいる。なお、操作部１４としては、
上記に列挙した手段に代えて、または、上記に列挙した手段に加えて、表示部１６の表面
にタッチパネルを設けることもできる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　同一ロット、同一銘柄、製造日が近い印刷用紙または同一メーカーの印刷用紙の場合、
印刷用紙の原料が一部共通していることが考えられる。このため、原料を通じて印刷用紙
に混入する異物の種類およびサイズが類似していたり、異物に起因する印刷用紙の色変化
が類似していることが考えられる。したがって、検査対象の印刷用紙Ｐ１０と用紙特定情
報が類似する用紙欠陥情報に含まれる印刷用紙欠陥の形態的特徴（形状、サイズ、アスペ
クト比等）または色変化に関する特徴を用いて判定を行うことにより、印刷用紙Ｐ１０の
特性に対応して印刷用紙欠陥の判定をより適切に行うことができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　１０　印刷結果検査装置
　１２　制御部
　１４　操作部
　１６　表示部
　１８　画像データ取得部
　２０　基準画像データ記憶部
　２２　欠陥領域検出部
　２４　欠陥判定部
　２６　濃度判定部
　２８　色判定部
　３０　用紙欠陥情報記憶部
　５０　カメラ
　１００　印刷装置
　Ｐ１０　印刷用紙
　Ａ１０、Ａ１２　非画像領域
　Ａ２０　画像領域
　Ｄ１０、Ｄ１２、Ｄ１４、Ｄ２０、Ｄ２２　欠陥領域
　ＩＭＧ１　検査画像データ
　ＩＭＧ２　差分画像データ
　ＲＥＦ１　基準画像データ
　Ｔ１０　搬送経路
　Ｉ１０　用紙欠陥情報
　Ｓ１０～Ｓ２２　印刷結果検査方法の各工程
　Ｓ３０～Ｓ４２　用紙欠陥情報を利用した印刷結果検査方法の各工程
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